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研究成果の概要（和文）：マイクロRNAは遺伝子発現量の調節に関わり細胞の増殖、分化、生合成ならびに代謝
制御等を調節する。ブタの筋肉および脂肪組織の発達における遺伝子発現の制御にマイクロRNAが影響する可能
性がある。
そこで、遺伝的に赤身肉タイプまたは霜降り肉タイプの豚肉を生産する2系統のデュロック種種雄豚に由来する
交雑豚を用いて、筋肉組織の発達に関わる４種類のマイクロRNAを同定した。また発現遺伝子アレイ解析の結
果、発現量変動が同定された遺伝子のうち6種類についてマイクロRNAにより発現調節を受ける標的候補遺伝子で
あることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：To identify molecular markers which are associated with IMF content in pork 
carcass, we aimed to detect differentially expressed genes including functional genes and microRNA 
(miRNA) genes, and to investigate relationships of those in longissimus dorsi (LD) muscle. Pork 
carcasses were produced by Landrace and Large White crossbred sows mated with a novel Duroc strain 
producing highly marbled carcass. IMF content was measured using Soxhlet extraction apparatus. 
Simultaneous gene expression analyses were conducted using Agilent microarrays for 44K messenger-RNA
 (mRNA) specific to pig genome and 80K micro-RNA (miRNA) including all pig and human miRNAs 
available from public databases.
The miRNA array detected four significant miRNAs which were all upregulated in High IMF carcasses. 
Additionally, six functional genes were detected as downregulated genes in High IMF carcasses. The 
result suggests that miR-373-5p might be available molecular marker to estimate IMF content of pork 
meat.

研究分野：分子遺伝学

キーワード： 遺伝子発現調節　マイクロRNA　バイオマーカー　脂肪細胞分化　ブタ
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１．研究開始当初の背景
一般的な養豚では、繁殖性や保育能力に優れ
る大ヨークシャー種およびランドレース種
を母系とし、肉質に優れるデュロック種を父
系として掛け合わせることで肉豚を生産す
る。そのためデュロック種では肉質の重点を
置いた育種改良が進められている。デュロッ
ク種の肉質を向上させる上で、筋組織におけ
る筋肉細胞および脂肪細胞の発達のバラン
スをいかにとるかが重要な点である。欧米で
は赤身の多い豚肉生産が求められているが、
我が国の食習慣では豚肉にも霜降りが求め
られている。近年、北米では日本向けに輸出
するために霜降りのある豚肉が生産されて
いる。国産の高品質豚肉を安定的に生産する
為には、霜降り割合の高い豚肉を生産するデ
ュロック種系統豚を開発・普及させることが
必須である。
これまでに霜降り割合の高い豚肉を生産す
るための研究が進められて来た。遺伝学的研
究では、
が６％を超える（一般的な豚肉は
的な肉質を持つデュロック種系統豚が開発
された。
プロセスは明らかとなっていない。
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